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『真光寺川 里親の会』通信 
 1２月号 ―通算第 9３号―                  ２００８年 1２月１４日 

 

 

 

光寺川は、かつては毎年台風時には氾濫し、鶴川街道までも水浸しで、バスや車も動け

ず、通勤時は革靴を鞄に入れ、ズボンをめくり上げ、ジャブジャブ鶴川駅まで歩いたも

のでした。拡幅・護岸工事が行なわれて以来、氾濫水害がなくなりましたが、地元の山野草で彩

られていた美しい自然も、残念ながら、同時に消滅してしまいました。 

このようなことから、私たちは、もとの自然風景を復元したいとの願いから、山野草復活活動

に取り組みました。 

１． ヒガンバナの球根、大小あわせて約１万個を貰い受

け、主に下堰親水広場付近から広袴公園まで、両地

点を結ぶ約 1,000ｍの右岸の枯れ植栽地に点々と

移植しました。もちろん、河川管理者の東京都（南

東建）事務所に、相談し内諾を得て行ないました。 

２． また下堰親水広場付近に、大型雑草が繁茂し、荒れ

た民地がありました。そこで、私たちは、関係者に

お話をして、2003 年から、除草・美化清掃すると

ともに、地元山野草の復元を願って、オミナエシ、オトコエシ、ミソハギ、キツネノカ

ミソリ、タヌキマメ、カワラノギク、メハジキ、ホトトギス、ワレモコウなど懐かしい

草花を植えました。 

この活動は、河岸を散策する方や地域の方々に好評でした。作業中にお礼を言ってくれる方、真

夏に飲み物を提供してくれる方、山野草を提供される方、カメラを構える方など、更に活動に賛

同し作業を手伝ってくれる会員も増えました。 

ころで、最近、下堰親水広場隣地の民地（G スタン

ド裏、山野草植栽地）と河岸用地との間で、土地交換

の話が進んでいると聞き及びました。交換により、双方それ

ぞれの土地有効利用が増進することは良策でしょうが、これ

により、地元の皆さんに親しまれてきた山野草復元地も消滅

してしまいます。下堰親水広場はいまや地域住民の憩いの場

となっています。休日には、親子連れで遊ぶ姿も多く、また

近隣小・中・高校の環境教育の場としても利用され、私たち

もお手伝いしています。 

こで、私たちは、交換後の土地の一角に、山野草を復元する場所を確保し、また、この

地区一体を広く住民が楽しく利用・計画されるよう、河川管理者（南東建）に要望しま

した。皆さんも、是非、賛同応援をお願いします。（岩上誠次記） 

 

 

年も 11 月 3 日文化の日に野津田公園ピクニック広場で「のづた丘の上秋まつり」が開

催されました。野津田雑木林の会主催で今年は第 23 回です。真光寺川を清流にする会で

は、「真光寺川里親の会」の名前で参加致しました。2 年ぶりの参加です。 

当日は、雨こそ降らないもののどんより曇った肌寒い 1 日でした。17 団体が広場を囲んで、

いろいろな出し物でお客さんを呼びました。参加団体は殆どが自然や環境のボランティア活動を

行っているところです。10 時から午後 3 時までですが、開会と同時に行列が出来たのは「たき

火パン」です。棒に刺したパン生地を買い、2 ケ所に用意されたたき火で自分で焼くのです。 

真光寺川に昔懐かしい自然風景を取り戻したい！ 

「2008 年のづた丘の上秋まつり」に参加 
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 復元地に今年もカワラノギクが咲きました 

今 

 下堰親水広場に咲くヒガンバナ 



 ２ 

達は真光寺川の川原で採集したジュズダマでのお手玉

づくり指導のお店です。「懐かしい」というお母さんや

小さい子供連れの若いお父さん、お母さんで賑わいました。

午後は隣のブースでべっこう飴づくりが人気でした。他のブ

ースでは、野草の天ぷら、板や丸太を使っての自由工作、ど

んぐりや松ぼっくりでの人形づくり、麦わらの風車など広場

の土の匂い、周囲の雑木林と一体化した自然の中で過ごした1

日でした。駐車場の大混雑だけが残念でした。（山本隆治記） 

 

 

月 9 日真光寺川の定例の清掃作業に、市川市会議員と１２名の東京町田クレインライ

オンズクラブの皆さんが参加されました。この日は厚い雲に覆われ気温の低い日でし

たが、朝 9 時 30 分開戸親水に集合、ご挨拶もそこそこに、

開戸親水から遡上する組と神明橋から下る組とに分かれ、清

流の会会員と一緒に清掃作業に取り組んでいただきました。

当日はゴミ２０袋のほか、普段はなかなか引き上げられない

土に埋もれた鉄パイプや大きな交通標識板など大型のゴミ

も引き上げていただきました。有難うございました。今後は

「真光寺川まつり」などにもご参加いただき、交流をさらに

深められればと願っております。 

『めだかポスト』                         
「めだかポスト」への寄付のほか一木会からの寄付を合算して 11 月は合計 1,523 円でした。里親の会

の活動に対して皆様のご厚志に感謝いたします。 
  

ご厚志を頂くに当って、ご負担をかけない様に「印字済払込取扱票」をポスト脇のファ

イルに入れてあります。「赤インク印字の払込取扱票」をご利用頂ければ、手数料無料で

お振込みが出来ます。またなるべく ATM での振込みをご利用ください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 郵便振替 『００１５０‐４‐５７４１１４』 

  加入者名 『真光寺川里親の会』 
 

素晴らしいお便りを戴きました -----〒（前略）真光寺川の里親制度を参考に鶴ヶ島市にお願

いして「水辺の里親制度」ができました。地元の小川を自然のまま未来に残したいとおばさん５人で活

動しています（中略）真光寺川と皆様のご発展をお祈りいたします・・・・・田中富子様（鶴が島在住） 
 
 

 
 １月の例会は新年会を兼ね散策を準備しました。最近発見されたばかりの新種の桜「ホシザク

ラ」が群生しホトケドジョウやホタルの住む片所谷戸、縄文時代に儀式の場であったストーンサ

ークルの遺構が残る田端環状遺跡、サンクチャリーや野草見本園などがある都立小山内裏公園な

ど歴史と豊かな自然の残る地域を散策したいと思います。途中レストランで昼食を兼ね新年会を

致します。清流の会の会員・里親の会の皆様そして一般の方々のご参加を歓迎いたします。 

ご一緒に散策しませんか。 

 集合：鶴川駅改札９時５５分、または京王線多摩境駅改札１０：４５分（時間厳守） 

 解散：京王線多摩境駅午後２時ごろ。  

また 2 月の例会は、「菅原神社～滝ノ沢湧水～芹ケ谷公園」の散策を予定しています。 
 
  

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

 クレインライオンズクラブの皆さんと 

東京町田クレインライオンズクラブの皆さんが真光寺川の清掃に参加 

私
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１月１１日（日）片所（カタソ）谷戸・田端環状遺跡を散策しませんか 

懐かしいお手玉つくりで賑わう 


